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本論文は 8 章から成っている。まず、本研究の課題及び方法を提示した序章 (r教育学と道元思

















第 1 章から第 3 章までが人間形成の基礎をなす世界観を取り上げ、人間形成の自発的側面たる























Bildung であるのみならず、その過程の全体を超える Uber-bildung でもあること、すなわち、
Bildung / Uber-bildung の円環的構造を有することを指摘し、これによって人間形成の新たな
視座を提示している。
〈論文審査の結果の要旨〉
一般に禅の思想、とりわけ行ないし修行の思想は、「修養」・「修練」等、人間形成をめぐる日本
の伝統的思想の基盤をなし、能や剣道など、文武の「芸」の世界においても継承されてきた。修
養・修練とは、意識的・無意識的な動作から選択・洗練・体得された行為様式、すなわち「型」
に定位して自己を形成する働きのことにほかならず、こうした思想が、もともと禅の修行の思想、
を基調としていることは明らかである。日本の伝統的な禅の修行において何よりもまず重視され
たのは、自我の放縦・放漫を規制しつつ、「仏祖」に倣って自己を型自体にまで完成させることだ
からである。本論文は、伝統的な人間形成の思想のこのような背景をもふまえながら、修行ない
し行の思想の原理を道元の禅思想、のうちに究明し、これによって人間形成論研究の新たな可能性
を提示している。その射程は、人間形成をめぐる道元の見方にかかわるさまざまな研究領域、す
なわち人間観、自然観、時間論、言語論といったきわめて広汎な領域にわたるものである。
こうした研究は、これまでの人間形成論研究には見られない独創性を有している。教育学、と
りわけ人間形成論に対する道元の禅思想、の意義については、原理的・全体的には十分に研究され
ていないのが実情であり、この点で本論文は日本仏教教育学研究、ひいては人間形成論研究に対
して多大な貢献をなすものである。
さて、本論文がそうであるように、比較思想論的な方法をも取り入れて人間形成論研究を行っ
ていく場合、回避されねばならないのは、或る思想家の人間形成観を他の思想家のそれと表面的
に比較考量する、ということである。論者はみずからの人間形成論研究においてこのやり方に陥
らないよう努めてはいるが、しかし、たとえば道元の言語理解における特質を人間形成論的に検
討するさい(第 5 章)、フンボルトの言語哲学を引き合いに出そうとするなど、東西の思想的連関
に対する論者のやや短絡的な見方が働いている点も否定できない。こうした問題点があるとはい
え、道元自身の諸著作及び膨大な関連文献を精微に探査・読解し、その人間形成観の特質を多角
的・重層的に解明した本論文は、全体としてみるならばきわめて意欲的な研究であるといえる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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